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　最近では安全装置が付いた石油ストーブなどが普及していますが、暖房器具の火災はまだまだ多い

のが現状です。特に石油（電気）ストーブによる火災は建物火災の上位となっております。これから

冬本番を迎えるにあたり、暖房器具を使用される機会がより多くなると思われますが、取り扱いにつ

いて十分注意するよう心がけましょう。

消防署からのお知らせ

　この時季になると、車での外出中に大雪や地吹雪などに遭遇することが多くなります。この際、立

ち往生した場合どうすればよいか、対策として以下の点を覚えておきましょう。

①事前対策として

　外出前に気象情報を確認し、悪天候の日は視界が真っ白になる「ホワイトアウト」が発生する可能

性がありますので、極力外出を控えましょう。やむを得ず外出する場合、吹雪による立ち往生の対策

として、防寒用品、長靴、手袋、スコップ、ライトなどを車に積載しておきましょう。

②立ち往生した場合はすぐに…

　車が立ち往生した場合、追突事故を防ぐ為にも早めにハザードランプを点灯させ、後続車に知らせ

ましょう。家族や知人に自分がどこで立ち往生しているのかを伝え、救助を待ち、もし近くにコンビ

ニや公共施設がある場合はそこに避難しましょう。ただし、吹雪で視界が悪くたどり着けそうにない

場合は車内で待機していたほうが安全です。

③原則エンジンは停止！

　雪によりマフラーが埋もれた状態でエンジンをかけると、一酸化炭素中毒の危険性が生じます。原

則エンジンは停止させ防寒に心掛けましょう。やむを得ずエンジンをかけるときは、マフラー周辺の

除雪を行ってからにしましょう。吹雪がひどい時は、数十分でマフラーが雪で埋まってしまうことも

あるので注意が必要です。

④脱出する時のために！

　いつでも脱出できるように、風下側のドアが開くかどうかを定期的に

確認し、救助を待ちましょう。

◎問い合わせ先　留萌消防組合　小平消防署 緯 56－2221　鬼鹿支署 緯 57－1253

■ 暖房器具の使用方法に注意しましょう！

④就寝時や外出時には火を消しましょう！

　不完全燃焼や異常燃焼により予期せぬ事故

に繋がるおそれがあります。

　消火の際は確実に火が消

えていることを確認しま

しょう。

③換気を実施しましょう！

　ポータブル石油ストーブは

室内の空気にて燃焼します。

換気が不十分だと不完全燃焼

による一酸化炭素中毒の原因

となります。

②石油ストーブに給油をする場合は必ず火を

消すこと！

　火を付けたまま給油すると、

こぼれた灯油に着火するおそれ

があります。

①ストーブの近くに衣類など燃えやすいもの

は置かない！

　ストーブの上で洗濯物を干し

たり、ストーブをカーテンの近

くに置かないようにしましょう。

■ 車での外出に注意しましょう！


